
第 7 回　戦争社会学研究会 大会
2016 年 4 月 23 日（土）、24 日（日）　
埼玉大学教養学部棟 3 階 31 番教室

大会一日目
■個人報告　司会：山本昭宏（神戸外国語大学）

須藤遼（慶應義塾大学大学院）　13：00 ～ 14：00

「日露戦争期軍役夫の検討」

趙誠倫（済州大学校）　14：10 ～ 15：10

「太平洋戦争末期マーシャル諸島の日本兵と朝鮮人軍夫」

■シンポジウム　15：20 ～ 17：50

ポスト「戦後 70年」と戦争社会学の新展開

司会：福間良明（立命館大学）

報告：好井裕明（日本大学）

　　  井上義和（帝京大学）

　　  野上元（筑波大学）

討論者：蘭信三（上智大学） 、西村明（東京大学）
趣意：「戦後 70 年」の昨年には、戦争をめぐるさまざまな議論が繰り広げ
られた。社会学や近接領域も例外ではない。こうしたなかで垣間見られた
のは、従来の知見をふまえつつも、それらを相対化しようとする試みであっ
たように思われる。
　本シンポジウムでは、これらの議論も念頭に置きつつ、「ポスト戦後 70 年」
における戦争社会学のあり方について検討を行ないたい。それはすなわち、
本研究会の議論のありようを、どのように展開させていくのかを考えようと
するものでもある。
　報告者としては、好井裕明氏、井上義和氏、野上元氏に登壇いただく。
好井氏はこれまでに被爆をめぐる表象や記憶に関する研究を積み重ねてこ
られたほか、日本社会学会における上記シンポジウムにおいても、企画や
司会を務められた。こうした蓄積をふまえたうえで、今後の戦争社会学の
方向性についてご議論いただく。
　井上義和氏は、戦争の記憶が、戦後的な戦争観や地域の体験から脱文脈
化される形で再編・受容される近年の動向について、教育社会学の視点か
ら研究を進めている。こうした、「記憶の継承」という従来の枠組みでは捉
えきれない現象へのアプローチについて、問題提起していただく。
　野上元氏は、これまで多くの戦争社会学の研究蓄積を有する一方、これ
らをより普遍的な視座から検討できるよう、近年では「戦争史記述の社会
学的規準」と題する作業を続けている。2015 年度の在外研究の成果もふま
えつつ、今後戦争社会学にどのようなテーマがありえるのかについて語っ
ていただく。

■総会  17：50 ～
■懇親会  18：30 ～

大会二日目
■個人報告　司会：一ノ瀬俊也（埼玉大学）

中山郁（國學院大學）　10：00 ～ 11：00
「戦地における遺骨還送・慰霊体制の崩壊と戦友・遺族：

東部ニューギニア・ブーゲンビル島の事例から」

松岡勲（立命館大学非常勤講師）　11：10 ～ 12：10
「京都市の靖国神社遺児参拝：１９５０年代の靖国神社

遺児参拝の実像」

清水亮（東京大学大学院）　13：10 ～ 14：10
「地域社会において軍隊はいかに受容されてきたか：海

軍航空隊の下宿・倶楽部を中心に」

■テーマセッション　14：20 ～ 16：50

「空襲の記憶」の境界　―時間・空間・学問を越境して―

司会：柳原伸洋（東海大学）
問題提起：

長志珠絵（神戸大学）

　「空襲」イメージがはらむ記憶の国境線　 ―帝国の防空とその記録・記憶

鎌田真弓（名古屋商科大）

　ダーウィン空襲の記憶：「オーストラリア国防の最前線」を語り継ぐ
討論者：
木戸衛一（大阪大学）：ドレスデン・政治学の観点から
西村明（東京大学）：福岡・長崎・宗教学の観点から
木村豊（日本学術振興会 PD）：東京・広島・社会学の観点から
趣意：戦後 70 年を迎えた 2015 年は、各種メディアや研究のほぼ全てにおい
て「体験者の減少」や「継承の問題」についての言及があったといえる。戦
争社会学研究会でも、2015 年度大会で博物館展示を通じた「継承」が議論さ
れた。また、本大会一日目のシンポジウムでは、「ポスト戦後 70 年」が取り
扱われる予定である。
　大会二日目の本テーマセッションでは、テーマを「空襲」にしぼり、「継承」
そして「ポスト戦後 70 年」について考えてみたい。本企画は、「日独比較を
通じた『空襲の記憶継承学』の構築」（挑戦的萌芽研究　代表：木戸衛一）と
の共催となる。この科研費調査では、空襲の記憶が、日本・東ドイツ・西ド
イツにおいて「いかに継承されてきたのか」を比較考察している。本セッショ
ンでは、地域・学問領野をさらに広げることで、「空襲記憶」や「継承」の多
様性から各知見を比較考量することで、「記憶」「継承」などの概念も再検討
しつつ、今後の空襲研究の展望を示す。また、質疑応答では、戦争社会学研
究への定置も試みていきたい。

＊大会参加費など
◆会員（専任・院生とも） 2000 円（+ 年会費）　◆非会員（専任・院生とも） 3000 円
◆年会費：有職者 2000 円、その他の方 500 円
…整理しますと、会員有職者 4000 円　会員（院生など） 2500 円　非会員 3000 円となります。

＊場合によって多少の変更の可能性があります。問い合わせ先は、戦争社会学研究会事務局宛（ssw.adm@gmail.com）　まで


